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スポーツにおける試合結果が選手の動機づけに及ぼす影響 

116046 谷本 優太 

高知工科大学マネジメント学部 

 

1. 序論 

 人はなぜスポーツをするのか。野球には熱中するが、他の

スポーツには積極的ではないのはなぜか。同じ失敗を経験し

ても、すぐにあきらめてしまう人がいる一方で、粘り強く取

り組む人がいるのはなぜか。どのような時に人々がやる気を

出したり、やる気を出さなくなるのか、把握することは重要

である。 

心理学ではやる気は動機づけの問題としてとらえられてい

る。動機づけ（motivation）は日常語のやる気や意欲とほぼ

同じ意味で使われているが、最近では“モチベーション”と

呼ばれることも多くなった。本研究では特にスポーツ場面に

おいて人々の動機づけが高まる要因を明らかにする。 

 「動機づけ」の先行研究 

 Heine et al.（2001）はカナダ人と日本人を対象に、連想

テストを実施した。テストの成功条件は、簡単な課題を実施

（他の人よりよくできていたこと知らせる）、失敗条件は難し

い問題を実施した（他の人よりもできていなかったことを知

らせる）。そのあと、コンピュータが故障して自由時間が発生。

連想テストをやるかどうかという実験である。 

 結果、「課題がよくできた」と知らされたカナダ人はよりや

る気を出した。これは、自己高揚動機と言い、自尊心を保つ

ように、自分の良い評価に都合のよい情報を集めたり、行動

したりしようとする動機である。一方、日本人は「課題がで

きなかった」と知らされたときに、よりやる気を出した。こ

れは、自己向上動機と言い、自分の悪い評価を受け入れ、失

敗から学んでいこうとする動機である。 

「自己効力感」の先行研究 

 新しい技への挑戦や試合にのぞむ時、「自分にはできる」、

「自分は勝てる」という自信をもつことでやる気は高まる。

心理学ではこのような感覚を「自己効力感」と呼ぶ。 

 バンデューラ（Bandura,A）は、図 1に示すように、期待

を結果予期と効力予期の 2つに分けて考えている。結果予期

とは、ある行動がどのような結果を生み出すかという期待で、

「練習すれば上達する」といった確信がこれにあたる。した

がって、練習しても能力は向上しないと考えているなら、や

る気は高まらない。一方、効力予期とは、ある結果を生み出

すために必要な行動をどの程度うまくできるかという確信で、

これを自己効力感と呼んだ。スポーツでいうと、厳しい練習

をどれだけ続ける自信があるかという確信で、いくら厳しい

練習で上達するとわかっていても、その練習を成し遂げる自

信がなければやる気は起きない。そしてこうした 2つの期待

は、その組み合わせによって、気分や行動に影響するといわ

れている。 
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図 1 効力予期と結果予期 

   ＜結果予期＞          

     （－）             （＋） 

図 2 結果予期と効力予期の組み合わせによる行動の特徴 

達成目標理論 

達成目標理論では、スポーツの達成場面で、個人がどのよ

うな目標を達成したいと認知しているかが、学習活動を規定

する重要な役割を果たすと捉えている。これまでの研究で達

成目標は、課題目標（あるいは学習目標・熟達目標）と自我

目標（あるいは成績目標・遂行目標）の 2つに大別されてき

た。課題目標は、練習の過程や努力を重視し、新しいスキル

を身に付ける、技術を向上させるなどを目標とするものだ。

自我目標は、能力に価値をおいて、他者より優れることなど

他者との比較を通しての達成を重視する目標だ。 

 自我目標をもつ人は、他者との比較による能力評価や達成

に関心があることから、自分の能力に自信がある場合は、能

力の高いことを示そうと挑戦を求め、積極的に課題に取り組

社会的活動をする、挑戦し

て抗議する、不平・不満を

言う、生活環境を変える 

自信に満ちた適切な行動を

する、積極的に行動する 

無気力・無関心になる、あ

きらめる 

失望・落胆する、劣等感

に陥る 
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む。しかし、自分の能力に自信がない場合は、能力不足を隠

そうとするため、課題への取り組みを避けるようになるか、

易しい課題か難しい課題といった能力評価に影響しない極端

な課題にしか取り組もうとしなくなる。そして、無力感に陥

りやすくなる。 

 これに対して、課題目標をもつ人は、運動技能の獲得や向

上に関心があるため、自分の能力に自信があるかないかにか

かわらず、自分の能力やスキルを高める最適な課題を選択し

て、積極的に挑戦する。また、課題目標をもつ人の失敗は、

努力が足りないことや練習方法が適切でなかったことを示す

手がかりであり、次に、成功するための情報として活かされ

る。 

これらをふまえ、本論文では、日常生活の中でもスポーツ

場面において、選手の「やる気」がどのように変化している

のか紹介する。 

スポーツにおける動機づけ  

 スポーツにおける動機づけは、スポーツにおける課題の選

択、スポーツに費やす努力の程度や持続性を左右することか

ら、十分な動機づけがなければ技能の上達や記録の向上は期

待できないと考えられる。 

 スポーツの動機づけには、スポーツそのものが目的になっ

ているか、スポーツは他の何かを成し遂げるための手段にな

っているかといった、目的か手段かという視点で考えること

ができる。やせるために運動する時や、コーチに叱られるの

が嫌で練習するとき、その目的は体重の減量や叱られるのを

回避することで、スポーツはそのための手段として行われて

いる。このような動機づけを「外発的動機づけ」という。 

 一方、サッカーは楽しいから練習するとか、野球のバッテ

ィングはおもしろいので頑張るというように活動の魅力に引

きつけられて、活動すること自体が目的になっている場合を、

「内発的動機づけ」という。   

２. 仮説 

 以上のことから、スポーツ選手の行動の結果や目標によっ

て、動機づけは変化する可能性が示された。本研究ではさら

に、自分よりも強いあるいは弱い相手という要因に注目し、

試合の結果が動機づけに与える影響を検討する。 

Heineらの研究だと日本人は「他の人よりもできなかった」

という時にやる気を高めるとある。日本人が「他の人よりも

できなかった」と感じるのは、試合に勝ったときより負けた

時である。さらにその相手が自分と同格か格下ならば、相手

の実力が自分と同じか低いときは、勝ったときよりもまけた

ときに動機づけが高まるのではないだろうか。 

 

仮説１：相手の実力が自分より格上ならば、負けたときに比

べ、勝ったときのほうが、動機づけは高まるだろう。 

仮説２：相手の実力が自分と同格ならば、勝ったときに比べ、

負けたときのほうが、動機づけは高まるだろう。 

仮説３：相手の実力が自分より格下ならば、勝ったときに比

べ、負けたときのほうが、動機づけは高まるだろう。 

 これらの仮説を検証するため、質問紙を作成し、実験を実

施した。 

 

３. 方法 

調査期間 

2015年 11月に実施し、質問紙配布対象者は、大学生 100

名（男性 64 名、女性 35名、不明 1名）である。 

 参加者は実験室に集まり、数十分ほどの質問紙に回答し、

報酬を受け取り退室した。調査は数名の組に分かれて行われ

た。 

質問紙の内容 

 あなたは、ある個人競技の運動部（卓球、テニス、バド

ミントン、水泳等のなかのひとつの部活）に所属しています。

全国大会出場校を決める県の予選大会があり、あなたはその

県予選に向けて一生懸命練習してきました。県予選大会には

たくさんの選手が出場するため、県予選大会開催の 4 ヶ月前

にシード権を勝ち取るための予備戦があります。この予備戦

に負けても県予選大会自体には出られますが、シード権を勝

ち取ると優勝するまでに勝たなければならない試合数が少な

くなるため、他の選手よりも有利になります。 

 

     １位    シードあり 

         

          

       ２位    シードなし 

実験では以上のシナリオを実験参加者に読ませた。このシ
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ナリオは条件に関わらず、同一の内容であった。 

このシナリオを全員に見せた上で、条件ごとに以下の状況

説明を加えた。 

「あなたはこの試合に出場して、いつも決勝戦で負けている、

格上の選手に勝って 1位になりシード権を得ました。」 

 上の説明は、「勝ち」「格上」条件である。「負け」条件では、

上の「勝って１位になりシード権を得ました」の部分が「負

けて 2位になりシード権を失いました」と記述した。 

「格下」条件では、「いつも決勝戦で勝っている格下の選手

に勝ってシード権を得ました。」と記述した。 

 「同格」条件では、「いつも決勝戦で勝ったり負けたりする

（勝率は約 5割の選手に）勝って 1位になりシード権を得ま

した。」と記述した。「格下」「同格」共に「負け」条件は「格

上」と同じである。 

 以上の各条件の説明を読んだあと、参加者は以下の質問に

回答した。評価は 7件法を用いた。 

「次の日、あなたは部活のスケジュール通り、練習に行き

ました。このとき、あなたはどのように練習に取り組もうと

思いますか？以下の各項目について、当てはまる数値に○を

つけてお答えください。」 

1 もし、急遽練習がオフになったらどれだけの時間、自主練

しようと思いますか。 

やろうと思う自主練の時間に丸をつけて下さい。自主練し

ない場合は「１．全くしない」に○をつけて下さい。 

１      ２     ３    ４     ５     ６     ７ 

全くしない ３０分以下 １時間  １時間半  ２時間  ２時間半 それ以上 

2 次の日もスケジュール通り、普通の練習メニューをこなし

たとして、その後居残り練習をどれだけしようと思いますか。 

１      ２     ３    ４     ５     ６     ７ 

全くしない １０分   ２０分  ３０分   ４０分   ５０分  それ以上 

3 普通の練習をしつつも、あえていつもよりきつい内容の練

習をしようとおもいますか。 

１      ２     ３    ４     ５     ６     ７ 

全く思わない                          非常に思う 

4 どれだけ一生懸命声をだそうとしますか。 

１      ２     ３    ４     ５     ６     ７ 

全く声を                              力の限り 

出したくない                            出したい 

5 仮病を使って休もうと思いますか。 

１      ２     ３     ４     ５     ６     ７ 

全く思わない                           非常に思う 

6 他の部員たちに「今日休みにする」と提案したいですか。 

１      ２     ３     ４     ５     ６     ７ 

全く提案しない                       非常に提案したい 

 「勝ち」「負け」条件は参加者内で、ランダムに配置し、参

加者は上記に回答したあと、引き続き「もう一度さきほどの

試合の状況を思いだして下さい。」と説明され、先に「勝ち」

条件を経験していれば「負け」条件に、「負け」であれば「勝

ち」条件に回答した。 

４. 結果 

 算出した結果を質問ごとに分類し、6つのグラフに表わし

た。それぞれ、格上・同格・格下条件ごとに分類し、勝ち・

負け条件で比較した。なお、図中のアスタリスクは t検定を

用いて「勝ち」と「負け」に有意な差の見られた条件を表し

ている。 
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 質問１の自主練習に関して、格上条件では、勝ちと負けで

差が見られなかった。（ｔ（41）＝‐0.75，ns.）。同格条件で

は、勝ちと負けで有意な差はみられなかった。（t（41）=-0.27，

ns.）。格下条件では、勝ちと負けで有意な差はみられなかっ

た。（t（13）=-0.67，ns.）。 

 質問 2 の居残り練習に関して、格上条件では、勝ちと負け

で有意な差はみられなかった。（t（41）=-1.11,ns.）。同格条

件では、勝ちと負けで有意な差はみられなかった。（t（42）

=0.86,ns.）。格下条件では、勝ちと負けで有意な差はみられ

なかった。（t（13）=-2.12,ns.）。 

 質問 3 のきつい練習をしようと思うかに関して、格上条件

では、勝ちと負けで有意な差はみられなかった。（t（41）

=-1.32,ns.）。同格条件では、勝ちと負けで有意な差はみられ

なかった。（t（42）=-1.53,ns.）。格下条件では、勝ちと負で

有意な差がみられた。（t（13）=-2.85,p<.05.）。勝った時より

負けた場合のほうが、いつもよりきつい練習をしようと思っ

ていた。 

 質問 4 の一生懸命声を出すかに関して、格上条件では、勝

ちと負けで有意な差がみられた。（t（41）=-2.39,p<.05.）。負

けた時より勝った場合のほうが、一生懸命声を出したいと思

っていた。同格条件では勝ちと負けで有意な差はみられなか

った。（t（42）=0.00,ns.）。格下条件では、勝ちと負けで有

意な差はみられなかった。（t（13）=-1.99,ns.）。 

 質問 5 の仮病を使って休もうと思うかに関して、格上条件

では、勝ちと負けで有意な差がみられた。（t（41）

=-2.39,p<.05.）。勝った時より負けた場合のほうが、仮病を使

って休もうと思っていた。同格条件では、勝ちと負けで有意

な差はみられなかった。（t（42）=0.33,ns.）。格下条件では、

勝ちと負けで有意な差はみられなかった。（t（13）=0.54,ns.）。  

 質問 6 のほかの部員たちに休もうと提案するに関して、格

上条件では、勝ちと負けで有意な差がみられた。（t（41）

=-2.26,p<.05.）。勝った時より負けた場合のほうが、ほかの部

員たちに休もうと提案したいと思っていた。同格条件では、

勝ちと負けで有意な差はみられなかった。（t（42）=-1.00,ns.）。

格下条件では、勝ちと負けで有意な差はみられなかった。（t

（13）=-0.41,ns.）。 

考察 

 本研究の結果、質問 3 の格下条件に関しては、負けた場合

動機づけが高まっている結果がみられた。それ以外の格下条

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 
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件の質問では、有意な差はみられなかった。 

同格条件に関しては、いずれの質問に対しても、勝ち負け

において有意な差はみられなかった。 

格上条件に関しては、質問 4.5.6 で負けた時より勝った場

合、動機づけが高まっている結果がみられた。それ以外の格

上条件の質問では、有意な差はみられなかった。 

以上から、格下条件の「勝った時より負けた時のほうが動

機づけは高まる」という仮説は部分的に、「きつい内容の練習

をする」という動機づけにおいてのみ、支持された。支持さ

れた理由としては、いつも勝っている相手に負けてしまい、

その選手より自分（被験者）が劣っていると考えるため、い

つもよりきつい内容の練習をしようと動機づけを高めたと考

えられる。これは日本人独特の傾向であることが考えられる

ため、中国人やアメリカ人では異なる結果が出るのか検証す

る必要がある。 

同格条件の「勝った時より負けた時のほうが動機づけは高

まる」という仮説は支持されなかった。支持されなかった理

由として、実験データの不足があげられた。もっと多くのデ

ータを採取し、分析すれば違う結果がでるのではないだろう

か。 

格上条件に関して、質問 1で格上に勝ったときに練習時間

を長くする結果がみられた。それは、本研究のシナリオは本

戦の前の予備選であり、そこで格上の選手に勝ったので、被

験者は本戦でも勝って優勝できるという期待を持てるため、

練習時間を長くしようと考えたと推測できる。質問 5 では、

仮病を使って休みたいという動機づけに関して測定し、勝っ

た時より負けた時のほうが高まっていた。格上条件に関して

は、日本人でも勝ったり負けたりすることが、自分自身の動

機づけに影響を与えることが示された。 
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